
雲南市木次町の「尾原ダム」を水源に松江市、出雲市（旧

平田市）、雲南市（旧加茂町）、東出雲町の３市１町の参画に

より、最大日量３５,４００トンの水道用水を供給する事業。
事業主体は島根県企業局。

県は人口増による水需要は「ゼロ」と答弁（上記）。一般紙

も「斐伊川水道事業 見通しに甘さ」と報じました。

平成２３年度から供給開始で、松江市の参画水量は、全体

の８割に当たる２８,１００トン。今でさえ高い松江市の水道
料がさらに高騰すると懸念されています。

養護学校や小中学校の特別支援学級では、多くの臨時

講師が任用されています。尾村県議は、任用が１年の定数

内講師の比率が高い現場での「継続した教育ができにく

い」との声を紹介し、正規採用増を要求。

 教育長は「来年度、３０人程度増員して正規採用の教職

員の確保に努めたい」と答弁しました。

中海の森山堤防が６０ｍ開削されました。尾村県議は、

漁業者や住民の願いは、森山堤防と大海崎堤防を大幅に

開削することだと指摘した上で、「潮流が復活し、漁業関係

者の期待は膨らんでいる」と抜本的な対策を要求しました。

農林水産部長は「水産振興に努める」と答弁しました。

厚労省通知では、治療の必要上、個室に入る場合は「差

額ベッド料を徴収してはならない」としていますが、県立中

央病院では、この通知に反した不適切な徴収が多発してい

ました。尾村県議の追及に、病院局長は「差額ベッド徴収

における運用マニュアルを作成する」と答弁しました。
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（尾原ダム受水問題を取り上げる一般紙 10/22 付） 


